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事務事業名 公民館管理 事業番号 007-044

担当部署名 市民人権 男女共同参画推進 生涯学習

令和３年度　事務事業評価シート（１）

[ 令和2年度事務事業 ]
一般会計 事務事業分類 A　一般事務事業

4

事業の概要

ー

Ⅰ．基本情報

有 取組 生涯を通じた学びの支援

事業の位置付け

1

堺市基本

計画

2025

施策

との

関連

有・無 戦略

取組の方向性 ⑥生涯学習の推進

ゴール⑷質の高い教育をみんなに ターゲット

寄与

する

KPI

有・無

無 現状値 ― 目標値

有

―

4.7

―

施策3.将来に希望が持てる子育て・教育 ～Children's future～ (4) 安心して学べる教育環境の充実

実施根拠
社会教育法、堺市立公民館の設置及び管理に関する条例、堺市立公民館管理運営規則

（根拠法令、条例等）

指標名 ―

2 関連計画 堺市生涯学習支援計画

事業開始年度 昭和 35

無 現状値 ― 目標値 ―

堺市SDGs

未来都市

計画

施策

との

関連

有・無

寄与

する

KPI

ゴール

有・無 指標名

事業の実施主体
（実施主体となる団体等）

本庁、出先機関（公民館6館）

点検年度 令和 7 年度

6
事業の対象
（対象とする人や物、対象数）

全市民（約83万人）

公民連携・協働事業 ー

7
事業の目的
（事業実施によりめざす状態）

社会教育法第20条に基づき、公民館の管理運営を通じて、生涯学習の振興、住民相互の親睦、地域の活性化を図

る。

5

Ⅱ．事業目的の達成状況

8

事業内容

（目的を達成するための手

段）

※スケジュール、実施方法・手

段、事業規模・回数など

公民館6館設置（錦西公民館、八田荘公民館、東百舌鳥公民館、福泉公民館、金岡公民館、新金岡公民館）

　・自主的な生涯学習グループの継続的な活動を支援するため、学習の場を提供

　・公民館において定期的・継続的に学習活動をする団体を「文化教室」として登録し、自主的な運営を支援

　　（令和2年度111団体）

　・文化教室を中心として公民館まつりを開催し、活動成果の発表と地域住民との交流の機会を促進

　◇開館時間

　　　午前9時～午後9時（ただし、八田荘公民館、福泉公民館、錦西公民館は日曜日のみ午前9時～午後5時）

　◇休館日

　　　月曜日、年末年始、国民の祝日に関する法律に規定する休日（その日が月曜日に当たるときはその翌日）

主な支出先（委託・補助金・負担金等） ー

※国・府の基準より上回って実

施した内容を具体的に記載

事業の成果や活動実績の測定
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成果指標(目的の達成状況を測定) 単位
実績 目標 目標

公民館延べ利用人数 人

目標値 188,118 109,800 117,600 188,100

当該指標を選定した理由
自主的な生涯学習グループの継続的な活動を支援する公民館の利用者数の増加は、生涯学習の振興、

住民相互の親睦、地域の活性化につながるため。

令和元年度 令和2年度 令和3年度

公民館まつり来場者数 人

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和7年度 

点検年度

85%

目標値の設定根拠・算出方法 過去実績の最高値に新型コロナウイルス感染拡大防対策による利用停止及び再開後の定員人数の見直しを考慮して設定

実績値 150,108 92,926 　

達成率 80%

実績値 0 0

達成率 ー ー

当該指標を選定した理由
公民館まつりは学んだ成果の発表の場として来場者の学びへのきっかけづくりになることも期待され、ひいては、

公民館の利用促進につながるため、令和3年度より当該指標を設定。

目標値の設定根拠・算出方法 過去実績値に新型コロナウイルス感染拡大防止対策による中止を考慮して、目標を設定（八田荘・福泉・金岡と錦西・新金岡のグループごとに隔年実施）

12

活動指標(成果を上げるための手段) 単位
実績 目標

目標値 ー ー 1,000



（ ）
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事務事業名 公民館管理 事業番号 007-044

令和3年度　事務事業評価シート（２）

13

項　　　目
平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度

Ⅲ．投入量
事業コスト （単位：千円）

事業費  (a)

市債 15,700 7,100

決算 決算 予算 決算 予算

財

源

内

訳

国支出金 1,022 733

76,482 44,621 52,312 46,158 56,864

1,029 1,502

府支出金　

受益者負担金(使用料、手数料等）　

88光熱水費徴収金 129 89 105 83その他

年間経費(ｃ)=(a)+(ｂ) 99,722 73,961 86,392 80,238 91,764

事業費の内訳 （単位：千円）

一般財源 59,631 44,532 51,474 45,046 48,174

人件費  （ｂ） 23,240 29,340 34,080 34,080 34,900

16

事

業

費

内

訳

項　　　目 年度 事業費
うち

一般財源
項　　　目 年度

1,970

R2 決算 9,653 9,099

R3 予算 1,219 1,219 R3 予算

R2 決算 1,218 1,218

会計年度任用職員報酬
R2 決算 24,118 24,118

施設等修繕料・物品等修繕料
R2 決算

事業費

1,964

R3 予算 24,188 24,188 R3 予算 1,970

費用弁償（その他・通勤費）・普

通旅費

R2 決算 550 550
公民館施設整備工事費

R2 決算

期末手当（会計年度任用職

員）

R3 予算 811 811 R3 予算

R3 予算 656 656 R3 予算
消耗品費

R2 決算 793 318 青少年センター光熱水費・施設維持管理

負担金、研修会等参加負担金

決算

③ 単位当たり経費（②÷①×1,000円） 円/単位

② 上記①にかかる年間経費 千円

備考（算出についての説明等） 公民館施設管理運営に係る年間経費（人件費含む）

光熱水費（電気・水道・ガス使用

料）

R2 決算 6,218 6,135 その他（通信運搬費、手数料な

ど）

R2 決算

① 公民館延べ利用者数 人

Ⅳ．事業の効率性
単位当たり経費
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KPI等への寄与（基本計画等のKPI・取組の方向性や事業の目的の達成にどのように寄与したか）

19

　公民館はスポーツや文化的な活動のほか、手話やパソコン、外国人のための日本語教室など、校区や世代を超えて市民が主体的に幅広い内容で

の利用があり、市民の重要な学習拠点のひとつになっている。

　市民の自主的・継続的な学習活動の場を提供することは、堺市基本計画2025で示す「生涯学習の推進」（重点３施策４⑥）や堺市SDGｓ

未来都市計画の取組（4-15生涯を通じた学びの支援）の他、地域の活性化、住民相互の親睦に寄与している。

Ⅴ．評価
費用対効果に係る所見
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　新型コロナウイルス感染拡大に伴う臨時休館（4/1～6/8）、利用再開後は感染拡大防止のため定員の半数利用としたことで、利用者数は減少

し、単価コストについては増加している。しかしながら、臨時休館中も利用再開を望む声が多く寄せられ、年間9万人を超える利用があった。

　公民館まつりについては中止としたが、公民館は子どもから高齢者まで幅広い世代による利用があり、感染拡大防止対策を徹底し運営を行った。

予算

508 508

402 402

委託料（公民館清掃業務外11

件） 9,033 8,000

184 184

9,940 2,371

R2

7,284 7,196 R3 予算 1,255 1,255

単位区　　分 令和元年度

150,108

68,291

455

令和2年度

92,926

74,498

802

R3

1,058 1,058

うち

一般財源

1,964


